
例年,持留公民分館と合同
で開催しております運動会

ですが，今年度も新型コロナウィルス感染症予防の観点から，「持留小学校秋季大運動
会」として９月１９日（日）に規模を縮小（午前中のみ）して単独で開催いたします。
例年とは違っても子どもたちにとっては，一年に一度の運動会｡この日にかける思いと
やる気に違いはありません｡毎日の合同体育や休み時間の応援団練習等懸命に取り組んで
くれています。当日はその成果を大いに発揮してくれると思います。熱い応援（拍手）を
よろしくお願いいたします｡（今年度の秋季大運動会は，校区の皆様の御来校を御遠慮いただいておりますことをお許しください｡）
また，夏休み中に，徳澤建設さんが重機を使って校庭のトラックを整備してくださ

いました。徳澤建設の皆さん，本当にありがとうございました。

第６４回県児童生徒作文コンクール町作文審査会 大崎町理科作品審査会
＜特選＞ １年 中尾 倖介（地区審査へ） ＜特選＞ １年 中尾 倖介

３年 冨岡 さらさ ２年 柳原 依茉（地区審査へ）
５年 中島 颯太（地区審査へ） ６年 中尾 桃

＜入選＞ ２年 鈴木 夢翔 ４年 永田 愛佳 南日本硬筆展
６年 永田 楓佳 ＜推薦＞ ６年 中尾 桃
大崎町小学校水泳記録会 ＜金賞＞ ２年 柳原 依茉 ４年 永田 愛佳

＜６年女子５０ｍ自由形＞ ３位 安田 夏菜 ４年 西竹 智穂 ６年 今宮 楓
＜６年女子５０ｍ平泳ぎ＞ ３位 中尾 桃 ６年 永田 楓佳 ６年 西川 奏音

９月
16日(木) 運動会準備
19日(日) 持留小学校秋季大運動会
20日(月) 敬老の日
21日(火) 更ちゃん読み語り隊来校
23日(木) 秋分の日
24日(金) 運動会振替休日
29日(水) ALT来校
10月
１日(金)～29日(金)コスモス読書月間
１日(金) 身体測定・視力検査
７日(木) 町小学校陸上記録会
14日(木) 全校読書
15日(金) 社会科見学・遠足（１～４年生）
19日(火) 更ちゃん読み語り隊来校
25日(月) 読書集会
28日(木) 小・中連携研修会

９月24日（金）～９月30日（木）は，結
核予防週間です。
結核に関しては，年間に多くの新規結核

患者が発生し,亡くなっている現状がありま
す。結核は，依然として人々の健康を脅か
す感染症であり，決して過去の病気ではな
いことがわかります。（結核は
現代の病気であり，咳や痰が出る，s
体がだるい，微熱が続く等の症状
が２週間以上続くときは要注意です！！）
しかし，薬で治る病気で，予防もできる

病気です。抵抗力を落とさないために基本
的な生活習慣が予防につながり，マスクも
有効なようです。新型コロナウィルス感染
症やインフルエンザとあわせて予防に努め
ていきましょう。

（参考：結核の常識パンフレット）

「運動会の歌」も歌のか
わりに手拍子で心を一つ
に練習しています。

特に給食と歯磨き時は気をつ
けています。水道は間の二つ
を使用禁止にしています。

登校時,児童用玄関で体温計測
・記録。教室に入る際は,アル
コール消毒を行っています,

給食時は，座席の間隔を
十分にとり，ランチクロ
スを使用しています。

子供にやる気をもたせる二学期に！
校長 幸福 ひとみ

9月1日朝の校門でのことです。「夏休みは，どのように過ごしましたか？」という質問

に，下記のような回答が返ってきました。少なくとも「楽しくなかった。」という声は聞

かれませんでした。その回答に例年以上にほっとしました。

A すっごくおもしろかったです！（数名）

B 暇（退屈）でした！（3名）

C 楽しかったです！（A・B以外）

コロナ禍において，学校生活や各行事開催が制限される中，どのようにして子
供にやる気をもたせられるでしょうか。それをできるだけ具体的に示していくこ

とが鍵となりそうです。ある学校の校長先生(工藤勇一氏)は，メタ認知(自分が認
知している物事をもう一人の自分が客観的に認知し，制御している状態)の必要性
を強く感じ，実践している方です。メタ認知については，今回は詳しく述べませ
んが，自分自身の特性を客観的に分かることが大事で，子供にやる気をもたせる
ためには，この考え方が重要視されています。大変興味深い一例なので紹介いた
します。このことは，老若男女に関係ないそうです。

★ 人は難しいことや新しいことを始める時は相当のエネルギーが必要

で「三日坊主」になるのは当たり前。(人の脳はそのようにできている。)

だからガミガミ叱るのは・・。アメリカには，「三日坊主」という言葉

がないそうです。これに近いことを脳科学者の茂木健一郎氏も言って

います。できなかったからと言って，自分を責めたり，落ち込んだり

する必要はないことを子供に分からせることの方が重要です。～ねば

ならないではなく，何回でもやり直してよいことを子供に理解させる

方が主体性ややる気は出たり，伸ばせたりできるのだそうです。

では，「忘れ物」を例にとって具体的に説明します。忘れ物をしないた

めの方法を子供(本人)に考えさせることの方が大事なのです。たとえば，

その子供が『メモしても忘れるから，手に書く』と言えば，その方法を

褒め，実践させる。それでうまくいかなければ，次の方法を考えさせる。

自分で解決していくその過程を褒めることだそうです。焦らず，気長に，

大人が余裕をもつことですね。

私の結論は，自分で成功体験を重ねるよい習慣作りができるように，大人が導
くことではないかと考えます。保護者・地域の皆様，二学期もかわいい28名のも

ちっ子をサイドからできる形で応援くださるようよろしくお願いいたします。




